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第２回 人 権 講 座

　　　　　　　　

公開学謝会
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テーマ：「女性住職が観る現世」
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講師：中川和子さん
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（三重県人教 真宗大谷派

　

常願寺住職）
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これまで住職であるわたしは、読経や法話につし、て、数十年かけて研鎖を
積んできたとし、う自負がある。しかし、周りからは、「女性なのにすごし、です
ね」、「しなくてし、し、ご苦労をされましたね」などと気の毒がられたり、あわれむ
かのようなねざらし、の言葉をかけられてきた。
・「愛さヒ予選ききこさないで［まＬもも

　

性差別に取り組む本山の「女性室」に勤め、啓発のあり方を考え、「啓発
カルタ」を本山の参詣者に配ってし、た時のことである。ある中年夫婦の夫か
ら、「寝た子である妻を起こさなし、でほしい。あなたは今すぐ帰って子どもの世
話をしなさし、」と諭された。 … 人は、自分の理解の域を超えてしまうと、「な
し、ものとする」傾向にある。寝た子を起こさずして人権問題は解決できなしに
とを学んでし、つた。 … （第７６回全国人権・同和教育研究大会 報告資料集より）

日時＝２０２６年３月１４日 （土）
１３：３０～１５：３０ （受付：１３＝００～）

会場＝常盤東総合センター
（草津市芦浦町３１９１・）
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「寝た子をどのように起こすのか」ともに考える機会に

　　　　

、呈さ▽
したし、と 思し壊 す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｓ Ｌ コ き

多くの方のご参加をお待ちしています。
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主催＝部落差別解消のための啓発を考える会
′
，ノ 彰一ｈ

　　　　

常盤東総合センター
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・ぬ肇・ 【お問し、合わせ】常盤東総合センター
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